
福井県衛生環境研究センター研究員活動報告 概要 

 
取材題名 福井県における湖沼の現状と、水生植物を用いた水質浄化技術の開発 

取材先 FBC ラジオ（ラジオキャンパス） 

担当 南部 浩孝 （環境部） 

取材場所 福井放送株式会社 ラジオセンター 

放送日時 平成２１年８月１５日（土）１７：２５～１７：４５ 

     ８月１６日（日） ７：４０～ ８：００ 

概要 まず、衛生環境研究センターと環境部湖沼環境研究グループの業務を紹

介した。その後、以下の内容について説明した。 

 

福井県衛生環境センターは二ヶ月に一回の頻度で、福井県の代表的な湖

である三方五湖と北潟湖において、水質分析を行っている。その結果、両

湖とも水質が悪化しており、環境基準と呼ばれる水質基準を超えて推移し

ている。 

そこで、湖沼の水質を浄化するために、水生植物による窒素・燐の除去

を行い、刈り取り後に水生植物からエタノールを生成する研究を行ってい

る。この研究は、植物中の主成分であるセルロースをバラバラにすると、

グルコース（砂糖）ができ、発酵させるとエタノール（お酒）ができると

いう工程から成っている。 
この研究の有用性として、ここから作られるエタノールを燃焼させても、

地球温暖化に寄与しない、という「バイオマスエネルギー」の概念がある。

また、ここで用いる水生植物（ヨシ・ヒシ）は食糧にならないことから、

穀物価格の高騰を引き起こすことはない。 
 


